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1

ラ
ー
ニ
ン
グ

漢
字
の
組
み
合
わ
せ
と
意
味

◎
上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
も
の

◎
下
の
漢
字
が「
―
―
を
」「
―
―
に
」の
意
味
を
も
つ
も
の

二
字
以
上
の
漢
字
を
組
み
合
わ
せ
て
で
き
る
言
葉
を
、「
熟じ
ゅ
く

語
」と
い
い
ま
す
。
熟
語
に

は
、
訓
で
読
む
と
意
味
が
分
か
り
や
す
く
な
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
訓
で
読
ん
だ
漢
字
の

組
み
合
わ
せ
か
ら
、
熟
語
の
意
味
を
考
え
て
み
よ
う
。

「
海
岸
」と
い
う
熟
語
は
、「
海
」と「
岸
」と
い
う
漢
字
で
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
訓
で
読
む
と
、「
海（
う
み
）」と「
岸（
き
し
）」に
な
り
ま
す
。
こ
れ
を
一

つ
の
文
に
す
る
と
、「
海
の
岸
」に
な
り
、
上
の
漢
字「
海
」が
下
の
漢
字「
岸
」を
修
飾

し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
海
岸
」
と
い
う
熟
語
は
、「
海
の
岸
」と
い
う
意
味
だ
と
分
か
り

ま
す
。

〔
例
〕　

竹
林　
　

竹（
た
け
）　

＋　

林（
は
や
し
）　　
　

竹
の
林

青
空　
　

青（
あ
お
い
）
＋　

空（
そ
ら
）　　
　
　

青
い
空

前
進　
　

前（
ま
え
）　

＋　

進（
す
す
む
）　　
　

前
に
進
む

陸
上　

陸（
り
く
）　

＋　

上（
う
え
）　　
　
　

陸
の
上

好
物　

好（
す
き
）　

＋　

物（
も
の
）　　
　
　

好
き
な
物

「
乗
車
」と
い
う
熟
語
は
、「
乗
」と「
車
」と
い
う
漢
字
で
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
訓
で
読
む
と
、「
乗（
の
）る
」と「
車（
く
る
ま
）」に
な
り
、
一
つ
の
文
に

す
る
と
、「
車
に
乗
る
」に
な
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
乗
車
」と
い
う
熟
語
は
、「
車
に
乗
る
」と
い
う
意
味
だ
と
分
か

り
ま
す
。

〔
例
〕　

作
曲　
　

作（
つ
く
る
）　

＋　

曲（
き
ょ
く
）　　
　

曲
を
作
る

決
心　
　

決（
き
め
る
）　

＋　

心（
こ
こ
ろ
）　　
　

心
を
決
め
る

着
席　
　

着（
つ
く
）　　

＋　

席（
せ
き
）　　
　
　

席
に
着
く

加
熱　
　

加（
く
わ
え
る
）
＋　

熱（
ね
つ
）　　
　
　

熱
を
加
え
る

挙
手　
　

挙（
あ
げ
る
）　

＋　

手（
て
）　　
　
　
　

手
を
挙
げ
る
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2

ラ
ー
ニ
ン
グ

「
使
用
」と
い
う
熟
語
は
、「
使
」と「
用
」と
い
う
漢
字
で
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
訓
で
読
む
と
、「
使（
つ
か
）う
」と「
用（
も
ち
）い
る
」
に
な
り
、
に
た

意
味
の
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
使
用
」と
い
う
熟
語
は
、「
使
う
、
用
い
る
」と
い
う
意
味
だ
と

分
か
り
ま
す
。

〔
例
〕　

通
行　
　

通（
か
よ
う
）　

＋　

行（
い
く
）　　
　
　

通
う
、
行
く

計
量　
　

計（
は
か
る
）　

＋　

量（
は
か
る
）　　
　

計
る
、
量
る

回
転　
　

回（
ま
わ
る
）　

＋　

転（
こ
ろ
が
る
）　　

回
る
、
転
が
る

連
続　
　

連（
つ
ら
な
る
）
＋　

続（
つ
づ
く
）　　
　

連
な
る
、
続
く

寒
冷　
　

寒（
さ
む
い
）　

＋　

冷（
つ
め
た
い
）　　

寒
い
、
冷
た
い

「
大
小
」と
い
う
熟
語
は
、「
大
」と「
小
」と
い
う
漢
字
で
で
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
訓
で
読
む
と
、「
大（
お
お
）き
い
」と「
小（
ち
い
）さ
い
」に
な
り
、
反

対
の
意
味
の
言
葉
を
組
み
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、「
大
小
」と
い
う
熟
語
は
、「
大
き
い
こ
と
と
、
小
さ
い
こ
と
」と

い
う
意
味
だ
と
分
か
り
ま
す
。

〔
例
〕　

強
弱　
　

強（
つ
よ
い
）　

＋　

弱（
よ
わ
い
）　

強
い
こ
と
と
、
弱
い
こ
と

軽
重　
　

軽（
か
る
い
）　

＋　

重（
お
も
い
）　

軽
い
こ
と
と
、
重
い
こ
と

勝
敗　
　

勝（
か
つ
）　　

＋　

敗（
や
ぶ
れ
る
）

勝
つ
こ
と
と
、
敗
れ
る
こ
と

高
低　
　

高（
た
か
い
）　

＋　

低（
ひ
く
い
）

高
い
こ
と
と
、
低
い
こ
と

集
散　
　

集（
あ
つ
ま
る
）
＋　

散（
ち
る
）

集
ま
る
こ
と
と
、
散
る
こ
と

◎
上
下
の
漢
字
が
に
た
意
味
を
も
つ
も
の

◎
上
下
の
漢
字
が
反
対
の
意
味
を
も
つ
も
の
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／
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6

ス
テ
ッ
プ

1

2
/

次
の
熟じ

ゅ
く

語
の
意
味
を
、
あ
と
の

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

ア　

量
を
計
る　

イ　

竹
の
林

ウ　

物
が
好
き　

エ　

席
に
着
く

オ　

好
き
な
物　

カ　

竹
が
林
に
な
る

キ　

連
な
る
、
続
く　

ク　

着
い
た
席

ケ　

計
る
、
量
る　

コ　

強
い
こ
と
と
、
弱
い
こ
と

①②③④⑤⑥

①②③④⑤⑥

着
席

強
弱

竹
林

連
続

計
量

好
物
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漢
字
・
語
句
　
小
学
３
年
／
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
と
意
味

／
6

ス
テ
ッ
プ

2

2
/

次
の
熟じ

ゅ
く

語
は
、
ど
の
よ
う
な
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る

も
の
を
、
あ
と
の

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

①②③④⑤⑥

勝
敗

作
曲

回
転

加
熱

大
小

海
岸

①②③④⑤⑥

ア　

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
も
の

イ　

下
の
漢
字
が「
―
―
を
」「
―
―
に
」の
意
味
を
も
つ
も
の

ウ　

上
下
の
漢
字
が
に
た
意
味
を
も
つ
も
の

エ　

上
下
の
漢
字
が
反
対
の
意
味
を
も
つ
も
の
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漢
字
・
語
句
　
小
学
３
年
／
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
と
意
味

／
6

リ
ト
ラ
イ

1

2
/

次
の
熟じ

ゅ
く

語
の
意
味
を
、
あ
と
の

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

ア　

計
る
、
量
る　

イ　

着
い
た
席

ウ　

席
に
着
く　

エ　

強
い
こ
と
と
、
弱
い
こ
と

オ　

竹
の
林　

カ　

物
が
好
き

キ　

量
を
計
る　

ク　

連
な
る
、
続
く

ケ　

竹
が
林
に
な
る　

コ　

好
き
な
物

①②③④⑤⑥

①②③④⑤⑥

計
量

連
続

好
物

強
弱

竹
林

着
席
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字
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小
学
３
年
／
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
と
意
味

／
6

リ
ト
ラ
イ

2

2
/

次
の
熟じ

ゅ
く

語
は
、
ど
の
よ
う
な
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る

も
の
を
、
あ
と
の

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

①②③④⑤⑥

大
小

回
転

海
岸

加
熱

勝
敗

作
曲

①②③④⑤⑥

ア　

上
下
の
漢
字
が
に
た
意
味
を
も
つ
も
の

イ　

下
の
漢
字
が「
―
―
を
」「
―
―
に
」の
意
味
を
も
つ
も
の

ウ　

上
下
の
漢
字
が
反
対
の
意
味
を
も
つ
も
の

エ　

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
も
の
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／
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わ
せ
と
意
味

／
8

チ
ェ
ッ
ク

次
の
熟じ

ゅ
く

語
の
、
意
味
を
あ
と
の

の
中
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
漢
字
の
組
み
合
わ
せ

で
で
き
て
い
る
か
を

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

あ　

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
も
の

い　

下
の
漢
字
が「
―
―
を
」「
―
―
に
」の
意
味
を
も
つ
も
の

う　

上
下
の
漢
字
が
に
た
意
味
を
も
つ
も
の

え　

上
下
の
漢
字
が
反
対
の
意
味
を
も
つ
も
の

ア　

前
に
行
く
こ
と
と
、
進
む
こ
と　

イ　

寒
い
、
冷
た
い

ウ　

軽
い
こ
と
と
、
重
い
こ
と　

エ　

心
を
決
め
る

オ　

決
ま
る
こ
と
と
、
心
の
こ
と　

カ　

冷
え
て
寒
い

キ　

重
い
も
の
を
軽
く
す
る　

ク　

前
に
進
む

①②③④

決
心

寒
冷

前
進

軽
重

意
味

組
み
合
わ
せ

①②③④
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／
漢
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組
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合
わ
せ
と
意
味

／
8

リ
チ
ェ
ッ
ク

次
の
熟じ

ゅ
く

語
の
、
意
味
を
あ
と
の

の
中
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
漢
字
の
組
み
合
わ
せ

で
で
き
て
い
る
か
を

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

ア　

心
を
決
め
る　

イ　

重
い
も
の
を
軽
く
す
る

ウ　

寒
い
、
冷
た
い　

エ　

前
に
行
く
こ
と
と
、
重
い
こ
と

オ　

前
に
進
む　

カ　

決
ま
る
こ
と
と
、
心
の
こ
と

キ　

冷
え
て
寒
い　

ク　

軽
い
こ
と
と
、
重
い
こ
と

あ　

上
下
の
漢
字
が
反
対
の
意
味
を
も
つ
も
の

い　

下
の
漢
字
が「
―
―
を
」「
―
―
に
」の
意
味
を
も
つ
も
の

う　

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
も
の

え　

上
下
の
漢
字
が
に
た
意
味
を
も
つ
も
の

①②③④

前
進

決
心

軽
重

寒
冷

意
味

組
み
合
わ
せ

①②③④
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漢
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語
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小
学
３
年
／
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
と
意
味

／
12

チ
ャ
レ
ン
ジ
1

2
/

次
の
熟じ

ゅ
く

語
の
意
味
を
ア
、
イ
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。
ま
た
、
同
じ
漢
字
の
組

み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
る
熟
語
を
、
あ
と
の

の
中
か
ら
二
つ
ず
つ
選
ん
で
書
こ
う
。

陸
上　

通
行　
　
　

乗
車　
　
　

集
散

着
席　

計
量　
　
　

海
岸　
　
　

勝
敗

使
用

青
空

高
低

挙
手

①②③④

ア　

使
う
、
用
い
る

イ　

用
い
た
物
を
使
う

ア　

青
い
空

イ　

空
が
青
い

ア　

低
い
も
の
を
高
く
す
る

イ　

高
い
こ
と
と
、
低
い
こ
と

ア　

手
を
挙
げ
る

イ　

挙
げ
た
手

意
味

熟　
　

語

①②③④
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漢
字
・
語
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小
学
３
年
／
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
と
意
味

／
8

チ
ャ
レ
ン
ジ
2

2
/

次
の
熟じ

ゅ
く

語
は
、
ど
の
よ
う
な
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
ま
す
か
。
あ
て
は
ま
る

も
の
を
、
あ
と
の

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
熟

語
と
同
じ
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
る
も
の
を
、

の
中
か
ら
選
ん
で
書
こ
う
。

組
み
合
わ
せ

熟　
　
　

語

①②③④

ア　

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
も
の

イ　

下
の
漢
字
が「
―
―
を
」「
―
―
に
」の
意
味
を
も
つ
も
の

ウ　

上
下
の
漢
字
が
に
た
意
味
を
も
つ
も
の

エ　

上
下
の
漢
字
が
反
対
の
意
味
を
も
つ
も
の

①②③④

通
行

乗
車

集
散

青
空

好
物　
　
　

勝
敗　
　
　

計
量　
　
　

着
席
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語
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／
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
と
意
味

／
8

チ
ャ
レ
ン
ジ
Ｒ

　

次
の
熟じ

ゅ
く

語
の
中
に
、
一
つ
だ
け
他
と
ち
が
う
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
で
で
き
て
い
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。
ま
た
、
残
り
の
三
つ
の
熟
語
に
共
通

す
る
漢
字
の
組
み
合
わ
せ
を
、
あ
と
の

の
中
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。

ち
が
う
も
の

共
通
す
る
組
み
合
わ
せ

①②③④

あ　

上
の
漢
字
が
下
の
漢
字
を
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

す
る
も
の

い　

下
の
漢
字
が「
―
―
を
」「
―
―
に
」の
意
味
を
も
つ
も
の

う　

上
下
の
漢
字
が
に
た
意
味
を
も
つ
も
の

え　

上
下
の
漢
字
が
反
対
の
意
味
を
も
つ
も
の

①②③④

ア　

海
岸　

イ　

竹
林

ウ　

前
進　

エ　

寒
冷

ア　

軽
重　

イ　

陸
上

ウ　

高
低　

エ　

強
弱

ア　

集
散　

イ　

作
曲

ウ　

加
熱　

エ　

決
心

ア　

連
続　

イ　

回
転

ウ　

挙
手　

エ　

使
用


